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去る2月10日(金)、桂台地域ケアプラザ 資 し館登録団体意見交換会を行いました。今年度は、体操グループの方に

お集まりいただいての意見交換。皆さま、「活動場所を探すことが大変 !Jという声が多く「無料で借りられて助かって

いるJというご意見をたくさんいただきましたcま た、他にも 「貸し能の申し込みがlL較的容易で有難い」 「マットなど

の資し出し物品が充実している」というご意見もありました。私がすごいと思つたのは、活動団体のほとんどが10年以

上であること、長い団体は30年近く歴史があるそうです。そろそろ引遅と考えても、お仲間の 「一緒にやろうよ」の一

言で結局続いているという実感のことったお話もありました。体操グループのモットーは 「楽しい仲間と、業しく運動、

楽しく続けるJだ そうです。それから、代表の方はほとんど女性 1 男 性にも頑張つてはしいとの声もありました。男

性が入るとにわかにグループが活気づくそうです。後半は能内の防災設備確認ツアー、館内を回つて排煙窓、防火扉ヘ

消火栓、消火器、AEDの 位置や避難路の確認をしました。また今回の内容は、各団体の代表からメンバーの方にきち

んと伝えていただくことにもなりました。他の団体の方も再度館内の防火設備についてお伝えする事ができますので、

どうぞお気軽にお声かけ下さい。

龍先生の健康相談
協力医 :傷 党先生(上観医院 院長)

日 時 :平成24年 4月 13日 (金)、27日 (金)

13:30～ 15:00

場 所 :桂台地域ケアプラサ 相 蔑ヨ

ケアプラザ協力医の龍先生によ

る無料の健康相談を下記日程て行

つています。身近な病気の相談な

ど丁車に対応 してくださいます。

(予約優先)

権台スペシャル

デイのお矢口らせ
桂台地域ケアプラすデイサービスでは、利用者さ

んへ日頃の感謝を込めて、月に一回 「桂台スベシャ

ルデイJを 企画しています。毎月毎月素敵なプログ

ラムを企画していますので 地 域の皆様も是非 足

をお運び下さい。ど希望の方は 桂 台地域ケアプラ

すまでご違絡下さい。

日時 :平成24年 4月 21日 (■)

14:00～ 15:00

内害 :～ 西齢倉ベルの会 ♪～

ハンドンヽル ′ヽ イオリン ピアフ

フルート オ カリナなど 盛 け沢山

の業器で、色々な曲を演奏してくだ

さいます.お楽しみ〈ださいJ

場所 :桂台地域ケアプラツ

デイサレーム

■内

XV/
～みんなあつまれ わんばくタイムの始まりだよ～

春休みのひととき、規子で楽 しい思い出をつくりませ

んか。パラバルーンを使 つたいろんな遊び方が体験でき

ます。子 どもの創造化や心身のパランスを鍛えることま

ちがいなし‖

日晴

88師

場所

募集

申込

3月 30日 (金)10:

あそび 麟 /橋 本

性合地域ケアブラザ

2F多 目的ホール

未就学児の規子20組

(定員次第締切)

30～ 11:30

伸子さん

◆ 言休み特別企画 ◆

パラバルーンで
対/お もしろ体験!

電流か直接ケアプラザヘ



認知症になっても安心して

暮らせる街づくりのために
対
馳

区の認矢□症|こ対する取り組み|こついて 後 編
保健センター 高 齢支援担当 佐 藤係長インタビユー

先月の前編に引き続き、今月も栄区の高齢支援担当佐藤係長からお聞きし

たお話をご報告いたします。

前回は、栄区における高齢者の現状をお伝えいたしましたが、今回は認知

症に対する取り組みや今後の展望についてお届けしたいと思います。

栄区内では、区役フiや地域ケアプラザにおいては、認女『症予防を日山0とした介詮

予防教室や講減会が開催されています。また 高 締者を対象としたサロンが定期的

に開催されている地域も多くあります。さらに筋 トレによる認1『症ヤ防の取組は特

に人気があり、参加希受者が多く常に満員の状況が続いていますじ サ ロンなどの

地域の取FRもlL区と比較するとかなり活発なのですが、それでも栄区の高齢者人口

は約 3万 人と比べるとまだまだ利用者は少ないのが現状です。より多くの方が 「地

域のサロンJや 「介設予防の取組Jに 参加できる機会を増やしていく必要がありそ

うです。地域のなかで人と人が集う場uFがぁるということは そ れ自ll・が見年りの

機会となります。また、社会的な活動への参加機会を確保することが、訟加ljTの方

の症状進行を抑えることにつながる場合もあります。

その4
横浜市栄区

栄ピでは セ ーフコミュニティ (※1)の 推進に取り組んできました。

近年、高齢者に付の把握ll欽が増加nR向にあります。高補者F.待をすべ

て未外に防止することは難しいですが、早期に把握し、介入することで

紙害の拡大、深刻化を防HIすることは可能です。地域の力を活かした高

飾者の見守り活動の推進や関係横F9との連携強化により早期把握、早則

対応を徹lrtしていきます。そのためには 高 柿者の生活の変化に気づく

ことができる 「地域の兄守 り」が必要です.

Xl(栄 区ホームベージより抜枠)

セーフコミュニティとは 安 全 安 心なまちづくりのための活動を 地 域 と行政が177働て 継 続的に行っている地域のことです。栄区では 災 害

安全 交 通安全 子 どもの安全 高 齢者の安全 ス ポーツ 奈 暇の安全 暴 力 虐 待予隣 自 殺予lj 傷 書サーベイランスという3つ のテーマを

柱に 活 動を行っています。傷害サーベイランスとは  致 命的な事故やけがは そ の原因を究明することで予防できる
"と

いう考えに基づき

既存のテータ活用や独自の調査を行い そ れそれの活動の効果を害観的にnT価する仕組みで t― フコミュニティでは特に重要視されています.
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lL域のなかで認知lr予防の収組やすロンを運営していく

ことは、交流の場であると同時に、パランテイア育成の場

にもなり得ます.ま た そ うした市Flのひとつひとつが、

話角症に対する理解の絹野を広げていくことにも紫がって

いきます。区役所としても、介護予防のlF動や高齢者向け

すロンを 「地域づくりJの 一環ととらえ、逆告するボラン

テイアさんを応援しています。区役所で開催した介護ヤ防

教士の終了後、OB会 が白二的に活動する筋 トレグループ

まで発凝したという生例もあり、今後、そういったグルー

プが増えていくことを日指しています。

特に男性の介護者の方は孤立化しやすくストレスを瀞めやすいII向が

あります。おイL車打なのでしょうか.介 護に 「結果Jや 「成果Jを 求め

る、自らを追い話めてしまうことがよくあります。いろいろなメデイア

で知記をイl入れ、必要な朴えを半備し、今力で介護に打ち込む方もいら

っしゃいます。とても演張っていらっしゃるのですが、これはこれで心

配な状況です。介護を抱えこむことなく 地 域や家族のサポートをL手

にlPうことも大切だと思いますt

高爺者に問する付」度は、高齢者福祉 介 設保険 健 康保険、時害者自

立支援など、複雑に入り組んでいます。そういつた各れ制度を上手に組

み合わせることで、一人ひとりの状況に合わせた対応ができるようにな

ります。四ったときは身近なケアマネージャーさん、地J4ケアプラザ

区福祉保健センターに是井ご相談ください。

今回、佐藤係長からお話をお伺いして、認知症に対する理解が地域に漫透していくこと

は容易なことで,よなく繰り返 し伝えていくことが必要だと改めて感じました。介護保険

制度がスター トして10年以上が過ぎましたが、実際に自分の身の日りで介護が必要な事

が起こってみないと具体的にはわからないという事が普通のようです。ただ、佐藤係長

の言葉に 「家族にとって安心して相談できる場所が必要Jと あつたように、万が一の場

合はどこに相設すればよいのかを日頃から把握しておくことは誰でもできることです。

桂台ケアプラザでは、身近な方の認知症に関するど相談だけでなく、いつまでも元気な

生活が送れるためにはどうすればよいのか、などのご相設も合わせてお受けいたしてお

けます。困ったときは障陪せずにお気軽におFn5ぃ合わせ下さい。



先日、桂台中学校において認知症を学ぶ授業 FどうするP

ヶ丘教育福祉専門学校の木口茂樹氏、認女口症キャラバンメイ

約100名です。その肖日の様子をお伝えします。

どうなる? 認知症Jが 行われました。講師は聖

卜の高地和子氏の両名、授業を受けたのは1年生、

本国先生は、写真のようなだまし絵を

スクリーンに映して皆に見てもらいまし

た。生徒たちの関心が釘付けです。その

こころは 見 方を変えれば最初に見えた

ものが違うものにも見えることがあるこ

と。それは、認知症のお年寄りに接する

私たちの見方にも通じます。炉」えば 老

人ホームで徘徊 しているおばあちゃんを

見ると 同 りの人はたいてい 「あの人は

病気のせいで意味もなく歩きまわってい

てかわいそう」と思います。ても そ の

おばあちゃんに寄り添って考えてみると

そのおばあちゃんの意識は30歳 代の主

婦をしていた頃にもどっていて 家 に帰

ってくる子どもたちのご飯を作るために

早く帰 らなければいけないと思っている

らしい。そんな気持ちに気付いた瞬筒

見方も近づき方も変わってくる。

お話は続きます。 「ボケたもの勝ちJと 言われることがあ

りますが 本 当にそうでしょうか?こんなやり取りが印象に

残りました。

先生― 「あなたが、もし大切な家族や友人のこと 旭 芸のこ

とを少しずつ忘れてしまうとしたらどんな気持ちですか?J

生徒一 「死んじゃうかもJ「 不安になるJ「 悔 しいよ」

先生一 「認知症の人もみんなと同じ気持ちをもって生きてい

る人たちなんだよ」 「どうして 認 知症の話を、中学生の君

たちにすると思うJ

生徒一 「僕たちがなるかもしれないからJ

先生― 「そうだよ で もそれだけじゃない。lalえば い じめ

が車はなのは知っているよわ。どうして卑怯なのか。それは

その人の居場所を奪ってしまうからなんだ。認知症の人だっ

て同じだよ。みんなが無関心でいれば認知症のお年寄りも自

分の気持ちに気づいてもらえずに居場所を失ってしまう。そ

の人が忘れてしまうことや、一見するとおかしいなという行

動にも理由があること

をわかっている人が増

えれば、たとえ認知症

になってもその人らし

く生きることができる。

だからこそ、みんなが

認知症 を知っているこ

とが大切なんだJ

認知症キャラバンメイ トの自地和子氏からは

先生の話をつないで 「認知症を知ることでその人

たちを支える枚となってほしいJというメッセー

素直に耳を恒ける中学生に対 して、議師のお二人が認知症

を矢口ることの大切さを真警に伝える素晴らしい授業でした。

宮地さんは地元で活躍する民生委員さん 木 田先生はこの地

域の老人ホームで働いていたことがあるとのことで 栄 区を

故郷のように思っているとのこと。地元を大切に思う二人だ

ジがありました。そして、みんなが今日から認知

症サポーターになった証として オ レンジリング

が贈 られた時には小 さな歓声が上がりました。

からこそ 響 くものが大きかったように思います。いろいろ

な世代の方が認知症について知ることをきっかけにして、こ

の街がやさしく暮 らしやすいものになっていってほしいと感

じました。

今い1の投米は、桂合中学校、常H Tlit冷白活会そして性|ド地域ケアクラザの共‖卜で行いました.

i ll性についてご,ti氏のある方は、‖:台ケアプラザまでおrりい合わせ ください. は 971111)


